
　秦野曽屋高等学校日本史研究部は、創設４年目の部活動です。日ご
ろ週２回程度活動し、自分の好きな歴史上の人物や古文書の読解、地
域史の掘り起こしを行っています。今回一年間の研究成果を「秦野の
歴史を解き明かそう～米倉丹後守・戸川砥・霧社事件～」と題して展
示します。内容は、武州金沢藩の藩主だった米倉氏と領地堀山下村や
蔵林寺との関わり、水無川上流で採れる戸川砥石の生産と流通、秦野
市下大槻出身で台湾の霧社事件に関わった原勝治についてです。是非
会場にお越しください。

ミニ文化祭　神奈川県立秦野曽屋高等学校日本史研究部 制作展示

会期：10 月 9 日（祝）～ 12 月 8 日（金）　　会場：2階情報コーナー

秦野の歴史を解き明かそう秦野の歴史を解き明かそう～米倉丹後守・戸川砥・霧社事件～～米倉丹後守・戸川砥・霧社事件～

寄贈品コーナー展示寄贈品コーナー展示寄贈品コーナー展示

　第四代鎌倉公方の足利持氏は、室町将軍との不和、関東管領との確執をも増幅させ、関東の
情勢を不安定なものにした。関東管領を務める上杉氏もまた内部の主導権争いが絶えない。
　この争乱を勝ち抜いたのは、西国から来た切れ者、伊勢新九郎であった。彼の子孫は小田原
を拠点として、五代にわたって関東の覇権を握り続けるのだった。

９月 30日（土）
～ 10月 31 日（火）
９月 30日（土）
～ 10月 31 日（火）

、伊勢新九郎であった。彼の子孫は小田原
けるのだった。

9 月 15 日、13 年間もの長きにわたって土星を観測し、様々な発見を成し遂げた土星探査機カッシーニ9月 15 日、13 年間もの長きにわたって土星を観測し、様々な発見を成し遂げた土星探査機カッシーニ
がミッションを終了しました。そこで、通常の最新天文学講座をパワーアップさせ、地質担当の学芸員がミッションを終了しました。そこで、通常の最新天文学講座をパワーアップさせ、地質担当の学芸員
も加えて、カッシーニの成果を徹底解説します。今さら聞けない「カッシーニってそもそもどんな探査も加えて、カッシーニの成果を徹底解説します。今さら聞けない「カッシーニってそもそもどんな探査
機？」という基本についてもお話します。機？」という基本についてもお話します。

内容：第一部　カッシーニ20 年の軌跡
　　　第二部　カッシーニと土星と生命
日時：10月7日（土） 　13時 30 分～17時（途中休憩あり）
　　　(開場は13時 15分 )
会場：博物館　講堂  
参加：当日受付（先着順）／ 無料
定員：50 名

13 年に及ぶミッションが終了！13 年に及ぶミッションが終了！

最新天文学講座 ・超拡大版最新天文学講座 ・超拡大版 「総括 ・ カッシーニ」「総括 ・ カッシーニ」　

２０１７年１０月９日(月)～１２月８日(金)




